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済するものとします。なお この場合において僣主が住所変更の届出を意る、あるいは借
主が金自かめ 請求を受領しないなど僣主が責任を員わなけ′lばならない●由により請
求が延●しまたは到遺しなかoた場合は 轟常到逮すべき時に期限の利益が失われたもの
とします。

“
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また金饉に損害が生したときは 償主がその,任を負うものとします.

(解約等)
第12条  倍主に第10条 2ヽの各頂いずオ1か一つても生した場合は 金庫はいつても当座貸tt
を中止しまたはこの取引を解|||ることができるものとします。
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ものとします。この場合倍主から全庫
3 この取引メ解わされた場合に貸越元和1全等があるときは ll主は直ちにそれらを支払う

4 前各項によりこの取引が解約された場合 惜主
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ちにカードを全庫に返却するものと

5 契約lel年以上一度も貸越が発生しなか ,た場合、貸越元利全害を完済後1年以上
新たな貸||が発生しなかった場合 また|ユ償主が全自の地区夕

“

こIt転したこと等に伴い

帽
黎1撃 網 鶴 Lこ 助 動椰こょる畑 金ができないとき,聴口で嗜 新 m lRt,
全庫本支店の窓口でカードにより入出全することができます.
2 前項により入出金する場合は 金庫所定の手続江 従ってください.

(カード・略証番号の管理等)
第 7条 カードは他人に使用されないよう保管してください。哺証番号は生年月日電話番号
等04●力こ推測されやすい番号の利用を避け、fO人に知られないよう管理してくだれ 。ヽカー
ドが偽造 盗難、紛失等により他人に使用さ

`tる

おそれが生した場無 たは他人に使用さ
オtたことを露知した場合には すみやかに本人から全庫に通れ てください.この最知を受
けたときは 直ちにカードによるカードローン債入金の出全停上の措置をllじます。この通
知の前に生した損害に熱 てヽは 金庫は責任を負いません。

(属出中■の変更等)
第 3条  カードの紛失、盗機、または氏名 晴11番号その他の届出中項に変更があったときは
全庫所定の手絲きにより直ちに全庫に届け出てください。この届出の前に生した損害につ
いてlt、 金庫は責任を負いさせん

(カードの再発行)
第 9条 カートの盗難 紛失等の場合のカートの再発行は 全庫PI定の手続きをした後に行
います。この場合、相当のllmを おきまた保II人を求めることがあります。
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カードローン倍入金の出金をした場合には カードまたは暗証番号に
その他の中池があ ,てもそのために生t,た損害については 金庫お

てヽカートを確i澪し所定の用紙に記入されたlA証
力うえ取扱いt′た爆合にも前項と同麟とします。

.ヽ正しく操作してください。
号年の観操作により発生した1目吉については金庫

保証委託約款
(求債権)
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関連費用について弁済の■めを員い その合計額をただちに■■に支払います。
1 前条に ||り費,17/代位弁済した全議,,
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(求僣帯の事前1,使 )
第6条 私が次の各号のいずllかに該当した場合私は第4条によるft位弁済前であっても
残償務の全B3またI=一 B3に‐ てヽ求■●をF7使されても実31あ
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.6, 原契約または木契I10条 頂に違反したとき。
`' その他債確保全のため費,1が必要と認めたとき。
2 貴社が前項により求償権を行使する場合 私は■債務にle保があるか否かをr・|わず
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(通知義務等)
第 8祭 氏名 住所 勤務先等の属出事項に変菫があった場合 私はたたちに貴lllこ 届出■|`
2 私が前項の届出を意ったため 貴社が 私から届出のあった氏名 住所にあてて邊無
たlll送付■額を発送した場合 延籠または到着しなか ,たときでも通常劉薔すべきときに
耐着したものとみなします。
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びにその効力発生時期をホームベージヘの掲示その他の方
とします。僣主および全庫は その効力発生時llB以降は変更
1を FTう ものとします.
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いて調 様とします

(カードのI「F)
第12条  契約規定に定める全庫との約定によリカードローン契約が終了する場合には そ0今
からカートは無効となり以後―切使用できません
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(カードの返却・利用摯■等)
第13条  カードローン契約の解約または終了ならびにカードの利用を取り上める場合は カード

21t扉年瑕饉脂み
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lれ用など全庫がカー印,明を不適当と諄める卿 ‐ 初 J

用をお断りすることがあります。この場合 全康から鵬求があり次第、口ちにカードを全庫に
退却してください.
3 次の場合には、カードの利用を停止することがあ
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(凛渡、■入れキの禁止)
第,4条  カードの所有権I`全庫に帰属するものとします。
2 カードは銀波、質入れ 貸与または他人に占有させることは一切できません。
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第16条 この規定に定めのない事項については 金庫の定める契約規定の各条項l_よ り取り
扱います。
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利単位により毎日の貸越最終痛毬の合計額×

ついては 毎月の約定返済日1「その前日までの利息を賃起元全に組み入
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(合意管轄)
第23条  この契約 およびこの契綺こふづく脩主お,kび保B二人と全庫との詰取8め契約準衡
法は日本法とします。
2 この契約について紛,が生した場合には 全市本店または全庫支店の所在leを管徹
する裁判所を管

"裁
判FFとするものとします.
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